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第 19 回 ブルガリアの児童文学の不思議な世界 

2023 年 11 月 11 日（土）15:00～16:30 

講師： ペタル・ニコラエフ氏（駐日ブルガリア共和国大使館 一等書記官） 

 エレナ・クツァロヴァ氏（駐日ブルガリア共和国大使館 通訳･文化部） 

★特別ゲスト：印南 直樹氏（福音館書店 こどものとも第一編集部） 

司会：松岡 希代子（板橋区立美術館長） 

会場：板橋区立中央図書館１階図書館ホール（板橋区常盤台 4-3-1） 

定員：30名（事前申込・先着順） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     講演会シリーズ 

世界の書棚から 

■参加申込方法  

10 月 23 日（月）9時より以下のサイトより申込受付を開始します（先着順）。

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/oshirase/ 2000758.html 

■問い合わせ 板橋区立中央図書館 電話 03-6281-0291 

ブルガリアの児童文学と言ったら何を想像しますか？ 一緒にブルガ

リアの文化、自然、歴史、価値観について学び、ブルガリアの魅力を発

見しましょう！ 有名な児童文学出版社、最近話題になっている子供

の絵本、ブルガリアで開催されている文芸フェアなどを皆様にご紹介

します。 

また、過去にタイムスリップして、ブルガリア人の幼いころの誰でも 

知っている物語について、福音館書店からの講演もお楽しみください。 

                                          

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

▲『いのちの水』 

八百板洋子 再話,  

ベネリン・バルカノフ絵 

福音館書店 

▲ феята от захарницата 

Катя Антонова 

Рибка 


